
二
〇
二
四
$
令
和
六
(
年
度 

 

昭
和
文
学
会 

第
七
四
回
研
究
集
会 

 

＊
対
面
を
主
と
す
る
ハ
イ
フ
レ
-
ク
ス
方
式
2
対
面
・
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
方
式
9 

対
面
会
場
%
東
洋
大
学 

白
山
キ
-
ン
パ
ス
／
キ
-
ン
パ
ス
へ
の
入
構
手
続
き
や
会
場
と
な
る
教
室
な
ど
の
情
報
は
五
月 

 

初
旬
に
昭
和
文
学
会
Ｈ
Ｐ
Nh

t
t
p
:
/
/
s
w
b
g
.
o
r
g

O
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
X 

オ
ン
ラ
イ
ン
%
\
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ウ
a
ビ
ナ
d
e
に
よ
る
中
継
X
リ
モ
d
ト
参
加
に
は
事
前
登
録
が
必
要
で
す
X 

詳
細
は
昭
和
文
学
会
Ｈ
Ｐ
Nh

t
t
p
:
/
/
s
w
b
g
.
o
r
g

O
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
X 

 

＊
日
時 

五
月
一
八
日
2
土
9
一
三
時
C
一
七
時
三
〇
分 

 

 

 

特
集 

$
鉄
の
カ
(
テ
ン
+
を
超
え
て 

 
 
 
 
 
 
 

 
 ─

─

日
本
文
学
と
ヨ
K
ロ
-
パ
旧
共
産
圏─

─
 

!
開
会
の
辞
&                                  
東
洋
大
学
文
学
部
教
授 
 

石
田  

仁
志 

 

!
基
調
講
演
& 

 
 

天
国
病
と
の
闘
い 

─
─

日
本
作
家
の
見
た
東
欧─

─

 
 
 
 
 
 
 
 

東
京
大
学 

 

  

阿
部 

賢
一 

 

人
民
民
主
主
義
と
観
念
小
説  

―
―

大
西
巨
人
に
お
け
る
:
東
ヨ
<
ロ
>
パ
@―

―
 

             

 

                                

二
松
學
舍
大
学 
 

山
口 

直
孝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

司
会  

山
﨑 

眞
紀
子
・
杉
本 

裕
樹 

!
研
究
発
表
& 

鉄
の
カ
L
テ
ン
と
煙
幕  

―
―

中
・
東
欧
旧
共
産
圏
に
お
け
る
日
本
近
代
文
学
受
容
の
諸
系
譜―

―
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東
京
外
国
語
大
学 
 

ホ
ル
カ 

イ
リ
ナ  

V
国
境
病
X
と
V
天
国
病
X 

―
―

安
部
公
房
の
見
た
:
境
界
@―

―
       

就
実
大
学 

 

  

坂 

堅
太 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 

司
会 

熊
澤 

真
沙
歩
・
青
木 

怜
依
奈 

 

!
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
& 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

司
会 

ツ
q
マ 

イ
ゴ
<
ル
・
藤
村 

耕
治 

 

!
閉
会
の
辞
& 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

代
表
幹
事 
 

佐
藤 

秀
明 

※
閉
会
後
0
学
内
に
お
い
て
懇
親
会
を
設
け
る
予
定
で
す
A 



東
洋
大
学 

白
山
キ
l
ン
パ
ス 

ア
ク
セ
ス
マ
s
プ 

〒
一
一
二-

八
六
〇
六 

東
京
都
文
京
区
白
山
五-

二
八-

二
〇 

 

●
白
山
駅
よ
り
0
徒
歩
五
分
$
都
営
地
下
鉄
X
三
田
線
( 

 

●
千
石
駅
よ
り
0
徒
歩
八
分
$
都
営
地
下
鉄
X
三
田
線
( 

 

●
本
駒
込
駅
よ
り
0
徒
歩
五
分
$
東
京
メ
ト
ロ
X
南
北
線
( 

 

●
千
駄
木
駅
よ
り
0
徒
歩
一
五
分
$
東
京
メ
ト
ロ
X
千
代
田
線
( 

 

●
巣
鴨
駅
よ
り
0
徒
歩
二
〇
分
$
Ｊ
Ｒ
X
山
手
線
( 

 

 

★
当
日
$
大
学
食
堂
は
営
業
し
て
お
り
ま
す
2
ま
た
$
正
門
前
等
$
キ
9
ン
パ
ス
近
く
に
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
が
ご
ざ
い
ま
す
2 

 

!V
障
害
者
差
別
解
消
法
X
に
関
す
る
お
知
ら
せ
& 

＊
昭
和
文
学
会
は
��
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
��
い
わ
ゆ
る
�
障
害
者
差
別
解
消

法
�
�
に
対
応
す
る
た
め
の
窓
口
を
設
け
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
£
詳
し
く
は
�
昭
和
文
学
会
Ｈ
Ｐ

�h
t
t
p
:
/
/
s
w
b
g
.
o
r
g

�
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
£
ま
た
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
<
ド
か
ら
�
直
接
当
該
記
事
を
ご
覧
に
な
る

こ
と
も
で
き
ま
す
£ 
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第
二
次
世
界
大
戦
後
0
中
・
東
欧
は
ソ
連
の
主
導
権
が
急
速
に
強
ま
る
共
産
圏
に
吸
収
さ
れ
0
世
界
は
�
鉄
の
カ
�
テ
ン
�
に
よ

�
て
東
西
に
分
断
さ
れ
た
A
一
九
五
六
年
の
ス
タ
�
リ
ン
批
判
0
同
年
の
ハ
ン
ガ
リ
�
動
乱
0
六
八
年
の
チ
 
コ
事
件
0
八
〇
年
代

の
ポ
�
ラ
ン
ド
の
市
民
運
動
0
チ
 
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
子
力
発
電
所
事
故
0
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
改
革
の
失
敗
0
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
や

チ
 
コ
ス
ロ
ヴ
Á
キ
ア
の
ビ
ロ
�
ド
革
命
な
ど
0
共
産
圏
に
起
こ
�
た
一
連
の
出
来
事
は
0
世
界
の
秩
序
を
強
く
揺
る
が
し
た
A
ア

メ
リ
カ
を
中
心
と
す
る
西
側
諸
国
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
戦
後
日
本
は
0
東
側
諸
国
と
は
分
断
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
捉
え
ら
れ
が
ち
だ

が
0
実
際
に
は
共
産
主
義
思
想
が
再
興
し
0
双
方
向
的
な
交
流
が
あ
�
た
A
こ
の
よ
う
に
0
旧
共
産
圏
と
の
関
係
を
抜
き
に
戦
後
日

本
の
文
学
的
状
況
を
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
0
研
究
の
蓄
積
は
い
ま
だ
十
分
と
は
言
え
な
い
A
研
究
史
に
お
け
る
こ
の
見
逃
し

が
た
い
�
空
白
�
を
埋
め
る
こ
と
を
本
企
画
は
目
指
す
A 

 

日
本
の
文
学
者
で
は
0
一
九
五
六
年
四
月
に
0
ス
タ
�
リ
ン
批
判
の
直
後
に
開
催
さ
れ
た
チ
 
コ
ス
ロ
ヴ
Á
キ
ア
作
家
同
盟
大
会

に
日
本
代
表
と
し
て
招
聘
さ
れ
た
安
部
公
房
は
中
・
東
欧
を
巡
遊
し
た
が
0
帰
国
後
に
勃
発
し
た
ハ
ン
ガ
リ
�
事
件
が
彼
に
衝
撃
を

与
え
0
思
想
的
転
換
点
と
な
�
た
A
六
〇
年
代
に
中
・
東
欧
を
旅
行
し
た
埴
谷
雄
高
$
G
姿
な
き
司
祭
K
一
九
七
〇
(
や
島
尾
敏
雄

$
G
夢
の
か
げ
を
求
め
て
K
一
九
七
五
(
な
ど
の
戦
後
派
の
作
家
た
ち
の
紀
行
作
品
か
ら
は
0
西
側
の
メ
デ
X
ア
に
よ
�
て
作
り
出

さ
れ
る
単
色
の
イ
メ
�
ジ
と
は
異
な
る
共
産
圏
諸
国
の
多
様
性
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
A
ま
た
戦
後
派
の
作
家
に
か
ぎ
ら
ず
0

真
継
伸
彦
の
G
光
る
聲
K$
一
九
六
六
(
に
は
0
ス
タ
�
リ
ン
批
判
や
ハ
ン
ガ
リ
�
動
乱
に
よ
る
日
本
の
共
産
主
義
者
の
動
揺
が
描
か

れ
て
お
り
0
真
継
と
同
世
代
の
五
木
寛
之
や
開
高
健
か
ら
0
八
〇
年
代
に
デ
ビ
n
�
し
た
島
田
雅
彦
な
ど
に
至
る
ま
で
0
フ
X
ク
シ

t
ン
か
ノ
ン
フ
X
ク
シ
t
ン
か
を
問
わ
ず
0
日
本
の
作
家
た
ち
は
中
・
東
欧
共
産
圏
の
諸
事
情
を
繰
り
返
し
題
材
に
し
0
さ
ま
ざ
ま

な
形
で
描
出
し
て
き
た
A 

 

そ
れ
と
と
も
に
0
共
産
圏
諸
国
に
お
け
る
日
本
文
学
の
紹
介
0
翻
訳
や
研
究
も
活
発
に
行
わ
れ
て
い
た
A
中
・
東
欧
共
産
圏
に
お

け
る
受
容
状
況
は
各
国
で
異
な
�
て
い
た
が
0
そ
こ
に
は
一
定
の
傾
向
も
見
て
取
れ
る
A
徳
永
直
や
小
林
多
喜
二
ら
の
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
文
学
が
高
く
評
価
さ
れ
る
一
方
0
梅
崎
春
生
や
野
間
宏
な
ど
0
帝
国
主
義
批
判
や
反
戦
思
想
を
表
し
た
作
品
も
翻
訳
さ
れ
た
A
翻

訳
に
し
ば
し
ば
付
さ
れ
た
0
政
治
的
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
を
前
面
に
出
し
た
解
説
か
ら
0
共
産
圏
外
に
生
ま
れ
た
文
学
作
品
を
政
治
的
に

�
読
み
直
す
�
戦
略
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
A
そ
の
上
0
例
え
ば
0
西
欧
や
ア
メ
リ
カ
で
注
目
さ
れ
て
い
た
三
島
由
紀
夫
の
翻

訳
が
0
共
産
圏
諸
国
に
お
い
て
は
極
め
て
少
な
か
�
た
と
い
う
事
実
に
も
0
政
治
的
な
影
響
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
A 

 

以
上
の
よ
う
に
0
本
企
画
の
目
的
は
0
日
本
の
文
学
者
が
中
・
東
欧
共
産
圏
と
い
か
に
向
き
合
�
た
か
0
そ
し
て
�
向
こ
う
側
�

と
さ
れ
て
い
た
中
・
東
欧
共
産
圏
諸
国
が
日
本
文
学
を
い
か
に
受
容
し
た
か
を
多
角
的
に
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
A
加
え
て
0
冷
戦

時
代
を
思
わ
せ
る
さ
ま
ざ
ま
な
壁
が
続
々
と
生
ま
れ
0
中
・
東
欧
旧
共
産
圏
が
再
び
動
乱
の
舞
台
と
な
�
た
現
在
の
状
況
を
考
え
る

う
え
で
も
0
か
つ
て
の
分
断
さ
れ
た
世
界
で
文
学
や
思
想
が
�
鉄
の
カ
�
テ
ン
�
を
越
え
る
力
を
ど
れ
ほ
ど
持
�
て
い
た
か
と
い
う

こ
と
を
見
直
す
契
機
と
し
た
い
A 
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天
国
病
と
の
闘
い 

─
─

日
本
作
家
の
見
た
東
欧─

─

 
 
 
 
 
 

 

阿
部 

賢
一
�
あ
べ
・
け
ん
い
ち
� 

 

東
京
大
学
文
学
部
・
人
文
社
会
系
研
究
科
准
教
授
A
専
門
は
0
中
東
欧
文
学
・
比
較
文
学
A
著
書
に
G
複
数
形
の
プ
ラ
ハ
K$
人
文

書
院
0
二
〇
一
二
年
(0G
翻
訳
と
パ
ラ
テ
ク
ス
ト
K$
人
文
書
院
0
二
〇
二
四
年
(
他
A
東
大
文
学
部
の
大
江
健
三
郎
文
庫
も
担
当
し

て
い
る
A 

  

第
二
次
世
界
大
戦
後
0
複
数
の
日
本
作
家
が
Ü
東
欧
Ý
と
呼
ば
れ
る
社
会
主
義
圏
の
ヨ
�
ロ
à
パ
を
訪
問
し
0
旅
行
記
を
残
し
て

い
る
A
だ
が
こ
れ
ら
の
作
品
は
0
他
の
外
国
滞
在
記
と
は
性
質
を
異
に
す
る
点
が
あ
る
A
社
会
主
義
国
へ
の
期
待
と
批
判
と
い
う
両

義
的
な
側
面
が
見
受
け
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
A
安
部
公
房
が
著
作
G
東
欧
を
行
く 

ハ
ン
ガ
リ
ア
問
題
の
背
景
K$
昭
和
三
二
年
(
で

Ü
天
国
病
と
の
闘
い
Ý
と
い
う
表
現
を
用
い
て
い
る
よ
う
に
0
彼
ら
の
東
欧
体
験
は
0
各
々
の
創
作
を
顧
み
る
契
機
も
有
し
て
い
た
A

本
講
演
で
は
0
安
部
公
房
0
大
江
健
三
郎
0
開
高
健
0
島
尾
敏
雄
0
埴
谷
雄
高
ら
の
東
欧
体
験
を
た
ど
り
つ
つ
0Ü
東
欧
Ý
に
託
さ
れ

て
い
た
も
の
を
検
討
す
る
A
ま
た
東
欧
に
お
け
る
翻
訳
状
況
に
つ
い
て
も
言
及
し
0
社
会
主
義
期
の
日
本
文
学
の
受
容
に
つ
い
て
も

考
察
を
行
い
た
い
A 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

$
東
京
大
学
( 

 

 



  

人
民
民
主
主
義
と
観
念
小
説 

―
―

大
西
巨
人
に
お
け
る
:
東
ヨ
<
ロ
>
パ
@―

―
 

             

 

                                       

 

 

山
口 

直
孝
�
や
ま
ぐ
ち
・
た
だ
よ
し
� 

 

二
松
學
舍
大
学
文
学
部
教
授
A
専
門
は
0
日
本
近
代
文
芸
A
著
書
に
0GÜ
私
Ý
を
語
る
小
説
の
誕
生―

―

近
松
秋
江
・
志
賀
直
哉

の
出
発
期
K$
翰
林
書
房
0
二
〇
一
一
年
(0G
大
西
巨
人
論―

―

マ
ル
ク
ス
主
義
と
芸
術
至
上
主
義
K$
幻
戯
書
房
0
二
〇
二
四
年
(0

共
編
著
に
G
横
溝
正
史
研
究
K$
既
刊
六
冊
0
二
〇
〇
九
年
6
二
〇
一
七
年
0
戎
光
祥
出
版
(
が
あ
る
A 

 

安
部
公
房
0
埴
谷
雄
高
0
大
西
巨
人
Ü�
社
会
時
評
�
ハ
ン
ガ
リ
�
問
題
と
文
学
者
の
立
場
Ý$G
新
日
本
文
学
K
一
九
五
七
年
一
月

号
(
は
0
ハ
ン
ガ
リ
�
事
件
を
め
ぐ
る
鼎
談
で
あ
る
A
三
人
の
う
ち
0
安
部
は
前
年
に
チ
 
コ
ス
ロ
ヴ
Á
キ
ア
な
ど
を
訪
れ
0
埴
谷

も
六
八
年
に
ソ
ヴ
 
ト
0
ポ
�
ラ
ン
ド
ほ
か
を
周
遊
し
て
い
る
A
本
講
演
で
は
0
現
地
に
赴
く
機
会
の
な
か
�
た
大
西
に
注
目
す
る
A 

大
西
は
0
自
力
で
革
命
を
な
し
え
な
か
�
た
こ
と
に
東
欧
諸
国
の
課
題
を
見
て
い
る
A
一
方
で
人
民
民
主
主
義
に
つ
い
て
0
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
独
裁
と
は
異
な
る
運
動
の
可
能
性
を
見
出
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
A
敗
戦
直
後
の
G
キ
n
リ
�
夫
人
伝
K
へ
の
感
動
か
ら

八
〇
年
代
の
Ü
連
帯
Ý
運
動
に
向
け
た
共
感
に
至
る
ま
で
0
大
西
に
は
ポ
�
ラ
ン
ド
へ
の
一
貫
し
た
関
心
が
あ
�
た
A
文
学
に
お
け

る
興
味
は
0
抵
抗
文
学
に
留
ま
ら
ず
0
前
衛
的
な
作
品
に
も
及
ん
で
い
る
A
ゴ
ン
ブ
ロ
�
ヴ
X
à
チ
の
受
容
な
ど
を
手
が
か
り
に
0

大
西
の
Ü
観
念
小
説
Ý
的
な
傾
向
を
�
東
ヨ
�
ロ
à
パ
�
と
の
関
わ
り
で
と
ら
え
0
安
部
や
埴
谷
の
創
作
と
比
較
し
て
み
た
い
A 
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二
松
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舍
大
学
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鉄
の
カ
<
テ
ン
と
煙
幕 

 
 
―
―

中
・
東
欧
旧
共
産
圏
に
お
け
る
日
本
近
代
文
学
受
容
の
諸
系
譜―

―
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ホ
ル
カ 

イ
リ
ナ 

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
世
界
は
�
鉄
の
カ
�
テ
ン
�
に
よ
�
て
分
断
さ
れ
0
人
や
情
報
の
流
通
が
制
限
さ
れ
る
中
0
東
西
の
相
互

認
識
が
単
色
化
し
て
い
�
た
A
し
か
し
東
側
の
共
産
圏
に
吸
収
さ
れ
た
各
国
は
0
そ
れ
ぞ
れ
の
戦
前
の
歴
史
や
従
来
属
し
て
い
た
文

化
圏
・
言
語
圏
に
よ
�
て
0
複
数
の
Ü
社
会
主
義
Ý
を
展
開
し
0
そ
の
西
側
と
の
距
離
の
取
り
方
も
異
な
�
て
い
た
A
そ
し
て
西
側

の
中
で
も
0
東
洋
に
位
置
す
る
日
本
は
特
殊
な
存
在
で
あ
�
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
A 

本
発
表
で
は
0
共
産
主
義
時
代
の
ル
�
マ
ニ
ア
に
お
け
る
日
本
文
学
の
受
容
と
0
中
・
東
欧
の
他
国
の
事
情
と
を
比
較
し
て
い
く
A

そ
れ
ぞ
れ
の
日
本
像
を
浮
上
さ
せ
る
こ
と
で
0
共
産
圏
内
の
諸
国
を
隔
て
る
複
数
の
�
煙
幕
�
の
存
在
に
つ
い
て
考
察
す
る
A
尚
0

今
回
の
考
察
は
0
現
在
ジ
 
オ
ル
ジ
 
・
シ
ポ
ス
氏
と
共
に
編
集
し
て
い
る
論
文
集Japan behind the Iron Curtain
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二
四
年
出
版
予
定
(
に
基
づ
い
て
い
る
A
企
画
の
協
力
者
に
は
中
・
東
欧
の
大
学
に
所
属
し
て
い
る
研
究
者
も
多
く
含
ま
れ
て
お
り
0

そ
の
研
究
の
成
果
を
�
鉄
の
カ
�
テ
ン
�
を
超
え
て
紹
介
し
た
い
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冷
戦
体
制
下
の
西
側
知
識
人
に
と
�
て
0
鉄
の
カ
�
テ
ン
の
�
向
こ
う
側
�
に
存
在
す
る
社
会
は
0�
い
ま
・
こ
こ
�
を
相
対
化
す

る
た
め
の
重
要
な
参
照
先
だ
�
た
A
一
九
五
六
年
に
発
表
さ
れ
た
安
部
公
房
の
東
欧
旅
行
記
Ü
東
ヨ
�
ロ
à
パ
で
考
え
た
こ
と
Ý
も

ま
た
0Ü
こ
こ
資
本
主
義
Ý
と
は
Ü
べ
つ
な
社
会
Ý
へ
の
期
待
を
語
�
て
い
る
A
た
だ
し
0
社
会
主
義
国
を
ユ
�
ト
ピ
ア
の
よ
う
に
描

く
姿
勢
に
つ
い
て
は
0Ü
天
国
病
Ý
と
い
う
厳
し
い
批
判
が
加
え
ら
れ
て
も
い
た
A
こ
の
と
き
興
味
深
い
の
は
0
ス
タ
�
リ
ン
批
判
後

の
東
欧
に
民
主
主
義
の
新
た
な
イ
メ
�
ジ
を
発
見
し
た
安
部
が
0
そ
の
後
Ü
ア
メ
リ
カ
Ý
に
も
Ü
完
璧
な
民
主
主
義
Ý
を
見
出
し
て

い
�
た
こ
と
で
あ
る
A
今
な
お
固
定
的
に
把
握
さ
れ
が
ち
な
Ü
東
／
西
Ý
の
枠
組
み
と
は
異
な
る
民
主
主
義
の
理
解
か
ら
0
安
部
は

ど
の
よ
う
な
ヴ
X
ジ
t
ン
を
構
想
し
て
い
た
の
か
A
本
報
告
で
は
0
東
欧
旅
行
記
と
そ
の
翌
年
に
書
か
れ
た
ア
メ
リ
カ
論
Ü
ア
メ
リ

カ
発
見
Ý
の
分
析
を
中
心
に
0Ü
東
／
西
Ý
の
�
境
界
�
を
め
ぐ
る
安
部
の
思
索
を
た
ど
�
て
い
く
A          
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